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î.

JF.
の
テ
モ
，
ク
：

」

フ
シ..丨
へ」

及
ひ「

*
放
：
.
の..91

，會
政
策」

' 
等
f
參
靖
せ
&
'§
'.
可

し

.：
。

..
'

ン 

:

穸

れ
^
菩
§

如

ぎ
“一

H

‘
 

.第

二

號

2,
1



f

諸
；

5:::r;>̂
3:r7rr*

?l

,'
第

十 

(

H

O

A

y

 

新

刊

^

介

如

な

る

も

：の

は

.：
、
，
，
V

:

,

.

.

.

.

.

散
會
政
.治
の
冲
に
於
け
るI

w
y
r

ラ
シ
ー
の
考
が
途
中
で
流
産
し
_ 

.て
し
ま
:0
,た
。
そ
れ
が
後
|;
國
家
^
仕
紕
.の
上
1-
於
て
_、政
治
上
の
デ 

,
,せク
ヲ
1;
、ゾ
ー
と
い
ふ
思
想
と
な

'̂
、
又
:?
:
赞
際
の
政
治
上
の
主
'親
ミ
爲 

“つ
'
^

-̂̂
^

r̂:
-
^
^
t
あ
る c 

|六
六
:0
0
: 

:
:,
.
:

:

す
し
を
を
論
證
せ
ん
ざ-3
だ

る

冬

の

な

；

。
.

：

然

る

に

這
«
 

の
研
^
^-
,公
に
.せ
る「

.H..
.亦
^
ビ
力
.ィ
.ゼ
.
.
.
ル」

は
餘
彡
に
.
. 

;*
大
な
る
»
圖
の
み
R
ih
P

’
稍
や
詳
細
な
る
說
明
を 

聞
か
ん
乙w

を
期
待
せ
■る

「

エ
ボ
ベ
ど
力
ィ
ゼ
ル
よ
り 

の
解
及」

：
は
唯
だ
其
の
緖
論
ビ
し
て
货
鱗
を
示
し
た
る 

^
過
ぎ
ず
、
,吾
人
は
博
士
に
ょ
ゥ
て
'ヽ「

全
世
界
の
犬
問 

:

題
极
る
基
督
苒
臨
間
题
ビ
國
際
戰
M
問
&
ビ
の
生
れ
出 

弋
お
る
本
源
を」

o
ー0.
.八
頁
}吾
入
め
眼
前
に
明
&
に 

展

關

.せ

し

め

ら

る
、
の
機
會
を
得
ざ
b
し

を

深

く

®

減 

$

る
な
り
。
偷
ほ
、
ル
ー
,グ
’ル
を
以
て「

私
を
し
て 

食
は
し
む
れ
ば
、彼
は
俗
物
で
あ
b
ま
す
し(

一
九
三
頁〕 

ど
爲
せ
る
は
、
菩
A
の
意
見
を
以
て
：す
れ
ば
、
甚
だ
し 

く
酷
に
-
過

ぐ

る
も
. 0

ビ

云

はW

る

を

得

ず

。

ル

ー
_グ
’
ッ

第
二
號
、

1

苯II 

が
宗
敎
0
名

に

於

て

蜂

起

す

る

を

非

議

し

た

る

は

'
、

正 

「

さ

次

宗

敎

改

革
:0
遂

行

し

た

る
-
感
覺
ど
精
神
ビ
の
浪
SL, 

排

除^
&
來
る
當
然
の
結
果
な
ぅ.
。

先.
づ

第

一

に

ル
1 

テ
，
.
ル.
を

支.
配
じ
^
る

名®.
は.
，「

不

死

の

靈

魂

の

：

.
幸

福
S 

\

基
督
的
具
理g

救

濟」

な

ぅ

し

こ

ど

を

記

.憶

せ

ぎ

る

可
 

\

ら

柬0 

V •

ノ
 

.;

傅

士

必

ト

ル.
$
■>
ィ

觀

に

も

亦

^

不

滿

な

る

人

多

か 

る
-可
し
艺
信
す(

三
頁
：
、
：

| 
ニ

四

頁)

.。
文
學
に
志
す
舉
- 

:
代
日
本
靑
年
の
經
過
す
可
き
學
歷
中
に
於
て
宛
も「

中

，
 

學
校」

R
相
.當
す
名
S
稱
せ
&
る
武
者
小
路
實
篤
氏(r 

.

.人
間」

大
诳
八
年
六
月
號
所
載
久
米
疋
雄
跃
稿「

入
間 

雜
話」

參
照)

0'
雜

稿

中
に
丨
.

，

.,• 

I 

,

:「
；

,

.

.
ぁ
る
馬
鹿
經
辦
擧
箱
は
ト
少
ス
.

ト
ィ
の
沄
っ
れ
こ
と
^
根
拟
の
な 

_
>

膜.
'
a

マ」

•?
•

つ.
^
.

恥
、ぢ
*
-

5

恥
、ぢ<

-
{。

そ
ん
な
こ
と
^

1

ズ.
ふ
の
4>
恥 

ぢ
‘

。
お
前
は
ゎ
ま
り
!-
:
'

經
濟
學
溃
か
も
知
れ
打
い
が
、
そ
れ
た
け
人 

間
か
ら
遠
ざ
か
つ
?:

こ
？」

|--
:

氣
が
つ
け
、
そ
し
て
棘
然
と
乜
ょ
0

そ
れ 

が
出
來
な
け
れ
ぱ
救
は
れ
方
い
。
人
[|
!
]

の
木
心
か
ら
出
る
言
葉
が
、空 

,

だ
。
そ
ん
な
こ
と
をH
ふ
の
は
人
間
^

悔
#

し
れ
も
©

だ
ぞ
。
^
砍
造

'■
•

沐
11
-
八
年
七

-|
|
:號
所
同
氏

.縞「

ベ
ん
な
似
稿

J〕。

云
々
ン
ヒ
あ
る
は
恐
ら
く
博
士
を
指
し
て
言
へ
る
も
の
な 

A
可
し
。
.ト
ル
ス
ト
ィ
論
の
.罾
非
は
姑
く
！
く̂
。
平
常 

0
<
0
d
^
y

善
く
戰
ふ
博
士
が
、
此

.0
人
間
が
人
間
に 

_

て
發
し
得
る
最
辍
惡
な
る
言
語
に
對
し
て
、：
何
等 

酬
ゆ
る
所
あ
ら
ざ
b
し
は
、
.蓋
し
大
學
敎
授
は
.「

中
學 

校」

致
師
ビ
爭
ふ
わ
好
^

と̂
な
せ
る
も
の
か
。
'
:

.
ざ
は
れ
、：

一
般
«
者
を
し
て
痛
快
を
叫
ば
し
む
る
も 

の

は

！
！
中

到

が

處
R
遭
遇
す
る
興
の
辛
辣
な
る
ぼ
ft
e 

痛

烈

な

：る®
倒

ど
.巧
妙

な

る.比
«
^
:な
：：る

可

し

。

.■今
、
.' 

興
の
！
例
を
擧
ぐ
れ
ば

’

V:,

.

Â

野
燜
士
の
例
に
攀
へ
ば
、或
る.
人
が
與
4>

ロ
と
：呼_
ぶ

。

.
與

れ

は

間
 

&

.
っ
て̂

る
-̂
中
す

と
、
番
、
已

れ
:l
t

昔
が
ら
热
の
，こ
と
か
ロ
ミ
名
づ 

_

け
て
尻
っ
た
、#

と
云
は
ぅ
が
ロ
式
云
は
ぅ
が
人
々
の
勝
手
で
あ
る„

1£ ;

や
1;
^ :

話
^ ;
;

ぁ
り
ぉ
'す
。
3 ;

八
頁)

。；
J
 

'

丨'
:
:右
の
綱
傾
や
共
產
宣
玆
が
存
租
レ
で
焐
;5

限
リ
、
室
伏
墩
泞
、
吉
瞰.

恶
#

、
覦
£

宛
の
此
の
手
形
は
甚
だ
猶
能
の
#

乍
ら
不
疲
處
分
4>
す
る 

丨
外
ば
あ
リ
ま
せ
ん(

四

ニ
瓦
-

パ
';
:

,

«.,

'

恃
し
设
界
は
热
柿
弟
籤
卷
訃
リ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
生
の
柿

^

糌
{:

$

i
 , 

( m
o

ル > 

新
刊
紈
介.

.

A'

れ

$
 

く
ぅ
^

ら
せ
度
い
人
が
澤
山

f
、
そ
：
.て
社
愈
氏
虫
主
義 

の
運
蝕
が
起
な.
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
酞
會
贤
主
キ
#
,
は
樽
柿
由
義
で
あ

)̂

ま
ャ(

四
>>
5

。

.

河
上
博
士
のr

贫
艺
物
語〗

は
费
乏
人
、̂

し
く
は
其
の
候
補
^
に
詖 

ま
れ
?:

も
の
で
あ
つ
て
金
捋
ち
1~
は
め
ま
リ
諧
ま
れ
て
熔
い
讲
物
で 

あ
り
ま
す(

〖

四
ニ 
5

0 

,

，講
和
條
約
の
會
議
U

於
て
け
西
S

?

ん
が
唯
々
味
嵴
4

付
け
れ 

^

け
に
1!
:

ま
つ
れ
0

然
る
に
華
齓
輒
の
會
讅
|:

於
て
は
、鎌
田
さ
ん
が 

臍
0.

緒

(

治
安
臀
察
法
第
十
七
條〕

か-
ブ
ヲ
下
げ
ズ
行
か
れ
て
>
世
界 

中
.

の
人
々
に
此
の
臍
で
茶
^

沸
か
さ
せ
ょ
ぅ

W

し
つ
、
わ
る
の
で
it 

对
い
か
。
秀
吉
は
、
軍
中
大
茶
の
湯
か
淄
し
|:

と
て
、
屮：I

涞
ふ
リ
北
ハ
の 

風
流
^
稱
へ
ら
れ
ま
し
れ
、鎌
.

5

さ
ん
は
、'
也
界
■
大
戰
の
終
周
^

取
と
. 

し
て
"

批
界
中
の
人
か
集
め
て
、臍
茶
の
湯
の
大
會
4

米
阈
曄
盛
ft

で 

開
か
れ
る
の
で
わ
り
ま
す(

四
一
六
页)

。

ビ
言
へ
る
が
如
し
。
然
れV」

も
吾
人
を
し
て
案
を
拍
つ 

て
快
哉
を
叫
ば
し
む
る
も
の
は
、
寧
ろ
此
の
種
の
言
語

X

か

又
?:

西
伯
利
！

i

行
つ
て
屈
る
掣
隊
が
過
激
派
の
涊
想
1-
感
れ
ズ
來 

る
と
い.
ふ
：琪

如

心

酏

も
;1
:

席.
.'2
>

卷
も
ぁ
る
が
、
タ 

>

 

ナ
琪
は
恐
く
な 

ぃ%>
^

し
乍
'̂

之
れ
に̂

濟
的
0

、
即
ち
^
濟
上
の
贸
際
上
の
ヵ
が
如 

は
A

と
，

i

ふ
ミ
之
れ
ば
恐
い
。
さ
ぅ
^

れ.ば
危
險
で
わ
る

o

日
本 

が
'

侵
#
駿
濟
车
義

^

轨

本

ゃ

、
ァ

It
fe,

る

ミ.
國

ー

內
U

於

て

必

肀

之

れ

第 
一I.

號.

1

1



餚
十
芄
猞<

m
o

)

新
刊
紹
介.'  

J

'

に
拮
狁
す
可
导
馨
上
の
ハ
カ
炉
越
る(

H

一
 

^
5
0
.
.
.
 

■.

.

' :「

如
^

:

/努
働
#

が
指
^ '

す
可
き
か」

W

一
方
ふ
問
題
！！.對
し
て
1

言 

令
^

て
答
ふ
る
な
ら’ぱ
^

勞
働
# :

自
.ら
指
敏
す
可.さ
哥
て
わ
る
‘、
他
の 

階
級
か
ら
强
ひ
て
指
辎
す
る
と
云
ふ
こ
ん
|1

無
用
|:

し
て
、
且
0

或
ひ 

は
有
密
と
爲
み.恐
ル
が
.ぁ
る
_
|と
答
ふ
5!

外
は
な
い(

コ1
四
セ
页〕

。

ズ«

す
な
が
綱
き
:»
'4
'
の_

观
典
4
。
« .
き
ぢ
傅
*
が
'
 

專
門
の
硏
靡
に
復
歸
せ
：名
を
.
擬
賀
：
.
せ
'|
),
}?|入
;̂
、

文

た
 

说
ベ
の
彻#

.

脅
心
の
文
字
に'接
す
る
每
に
、
傅
.士
を
當 

:
睛_

實
';
0
論

爐
;1
ヵ
失—

へ
る
韻
窖
を
思
ふ
と
ミ
劫
な
.；
 

:

七
。(

高
橘
誠.一 ,

郞}  

:

.

'

.

へ
,

:

慶

麗

塾

齑

社

會

間

題

講

演.
' 
.

;

..'
:■

「

.

.
こ

•

.

.

.

.

.
菊
版
四
五
0
H隞
文
堂
数
行

:
,-
•

:

、

:
;:
:
:

」

资

惯

金

相.{
0
|
^
^

り
大
正
九
年
八
月 
一|.
旧

.1
'
ヵ
同
十
旧
に
s

i

慶
應
義 

塾
太
學
妃
於
て
開
催
せ
6
れ
^
る
51
季
*
演
#
の
速
記 

錄
に
_
演
者
封
身
の
嚴
密
欢
名
校
訂
を
加
べ
て
出
版
ム 

れ
；る
も
の
^
し

て

、
，
掘

江

博

士

0,

「

勞
働
組
合
の
®
在 

及.
び
將
來」

、高
橋
敎
授
0「

«

濟
姐
想
史
上
ょ
り
«
た

筇

ニ

观

一

恙
 

る
財
產liM

^

小
泉
敎
授
のM「

«

洲
®
^連

動
：-

^
./

三
：邊
樣
较
の「

裏

澗

褪

^

妙
滅
泳
猶
士
'0
. r

徳
川
時 

代
の
經
濟」

ょ
か
成
れ>
o
' ;,

誌雜會學田三，

載 : 轉 禁

號ニ第卷五十第

I
f

#

,..
:

江
田
範
保

.

率
麻
市
^
坂
M
.
lwr
五
.丁
8
四
十〗

S
地 

印

刷

*

:
 
ノ
金
;
子

嫌

'五

郞
 

m
京
市
赤
坂
區
新
町
五
丁
目
四
ナ
ニ
稂
⑽
.
.

印
.刷

所

金

.子

活

：
版

所

'
:

©

二
1
.

定

-
價

金

平

拾
. 

' 錢

都

税

金

#
錢
丑
厘 

縣

半

ヶ

年.

分
金
戴
圓

'
九
；拾
錢》

郛

税
 

⑩
ブ

ヶ
，
年

分

金

苯

圓

阅

拾

錢

ーC
 
I
?
 

#

•

編
輯
及
び'
事
務
に
關
す
る1

切
の
用
件
は
發
行
所
宛 

#
營
業
に
關
す
る
用
件
は
發
賣
ー
兀
宛 

離
原
稿
締
切
期
日
は
發
行
の
前
月
十
日
限

I

释
|
1
ー1
^

ー
叩_

刷
納|

每

月

1

囘

一

日
^

^

.
東
京
市
芝
區
三tH
貳
丁
目
壹
番
地

:

發

賣

元

，

_

文

堂

 

'堂

書

0

:

」

_

話
^ :

轍

I 

0

S
 

. 

,
.、
振
替
.枣
崁
四
六
九
四
九
敬

:
@
嘀

ほ

本

認

は

全

國

备

.
市

雜

誌

店

比

•

販

賣

す

«

賴

所

皿

1 1
1

〃
®

0

#

會

；

前

號
___

次

il

月
號「

®

銀

價

騰

貴

時

代

の

印

度

通

貨

問

題

,

:

堀
江 
'

歸
：I  

@
ア
リ
ス
ト
ク
リ
ー
ズ
の
貨
殖
.
論
.

高

®

誠

一

郎
 

®

 

ロ
ォ
'1
'.
べ
ル
ド
'
ス
の
經
濟
學
說
補
遺(T

)

小

舉
W
三 

®

外
國.
領
海
內
^
於

：け

る

商

船
0
地

位

に

,
關

す

，
る

佛

國
4*
;
義(

上)

...........,

V

 

.

雛
：
::
',

錄 

' 

.

®

現
代
中
國
學
激
|問
に
於
け
る
井 

' ;
田
論
の
研
究(

上)

：
：

@
親
族
關
係
ビ
社
會
組
織(

上)

,©
ァ 
1
#
1
ぺ
;̂

7.
ィ

の

歷

见
»

( 
一.)

■■

1

ル
'
:
ド

の

起

府

に

就

い

て

' ..

®

生
存
權
ビ
0
殺

權

，
：

.

新

刊

紹

介
 

.
：
::
';■ 

3
M. B

e
e
r:  A

 H
isto

ry  o
f  B

ritish
： 

c/o
cia

lis

3v.  v
o

l.I  

s 

;:  

©
M

.  B
eer  :  A

 H
isto

rv  o
f

tdritis
,!! . 

so
cialism

,  

y
o

l,II  

-

.

®:
小
島.
昌
太
郞
蓊「

海
運
經
濟
論)

第
- '

卷
：
 

@
*

川
茈
左
著「

鐵
遒
論」

。

板
倉
卓
造

李

永

霖
 

野
村
兼
太
郞 

、加
田

: '
哲
二. 

園
：：：
乾
治 

高
檐
誠
一
鄺
_

‘野
»

兼
太

 ̂

加
曲
背
ニ

:--: 

■

0

幸—
 

增
井


